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Scinticameraによる心内異常血流の

定量的評価
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　991nTc静注後，それの「［心循環系を一巡する様相を前

胸壁部に照準したScinticarneraで毎秒毎記録して40×

40のDigital量のMatrixとして磁気テープに転送記

録した．かくしてえられたMatrixを継時的に調べ巾心

循環系各区画に相応する部分をRegion　of　Interestと

してとり出し・連の人川力関係の順に従う各fx：画1η；の指

示稀釈曲線をえた，　L連の入出力関係は・次系system

と晴間遅れ妄去との従属糸1冶・のModelと仮定し，順次

Curve　Fittingによってそれぞれの区画の流量／容量比

を時定数として求めた．更にModelに逆向きの分岐流

を追加してCurve　Fittingを行ないshunt率または逆

流率の定量的判定を試みた．理想的には各区画毎に単一

な稀釈rlh線が他区画との重り合いなくえられることが望

しいが，それが困雑であるから最小限peak迄のtl上り

傾向が明確であること．異常流の下流の少なくとも一一

区画が他区画との重り合いが全くないこと．の二点が

Region　of　Interest選定の必要条件である．即ち，前者

peak迄のCurve　Fi↑tingから各区画毎の時定数が定ま

り，後者の主としてpeak以降のcurve　Fittingから

shunt率または逆流率が定まる．後者は具体的には肺ffll

管床外縁部または大動脈部が対象として適当である．
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